
第3 章
英国の特別ニーズ教育と
社会保障の一端



英国での在外研究に具体的な希望を抱くようになったのは，42年程前にさかのぼる。

当時，東北大学の大学院生であった筆者が，東京でのある国際学会に参加した際，英国のノッ

ティンガム大学やマンチェスター大学の教授に，ドキドキしながら，辿々しい英語で質問する機

会があった。内容は，はっきりとは覚えていないが，ゆっくりと，丁寧に，紳士的にお答えいた

だいたその姿勢に，胸熱くなった事だけは，いまも鮮明に覚えている。

岩手大学に赴任し，何年かしてから，どうしてもその時の感動が忘れられず，その後 20年程，

毎年のように大学を通じて文部省（現：文部科学省）に長期在外研究員の希望の書類を出し続け

た。当時，満 50歳以上になるとこうした長期在外研究員は，希望の書類も出す資格がなくなる

仕組みだった。

1996年３月，49歳 10ヶ月，間一発セーフ。

学科の先生方，岩手大学，文部省，英国ノッティンガム大学，関係機関の関係者の皆様の後押

しがあったからこそと，今，改めて深く感謝申し上げたい。

以下論文「英国の総合的社会保障」の一節を紹介しておこう。

研究エピソード 3
英国の特別ニーズ教育と総合的社会保障研究に際して
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「はじめに」

United Kingdom（以下英国）における社会保障の先駆とも言える「救

貧法」が成立したのは，1601年であった。その後，18世紀半ば以降の

産業革命や資本主義の発展や歪みとも絡まって，英国の社会保障制度は

次第に整えられ充実してきた。加えて，第二次世界大戦後の社会全体の窮

乏に伴い，1900年代半ばから世界に先駆けて，同国の社会保障制度はさ

らに進展した。

それが，「ゆりかごから墓場まで」と呼ばれるほどに，手厚いことで有

名になった。その制度の特徴は，医療や教育や福祉などを総合的に保障す

るということにある。

1996年 3月から 1997年 1月までの，ほんの 10ケ月間ではあった

が，文部省長期在外研究員として英国に滞在し，生活した筆者自身の実感

からしても，現在の英国は，高齢化，少子化（Moorhead，1996），さら

なる多民族化，増大する移民族，経済的問題などから派生する諸問題を抱

えているとの感を，社会保障の統計的側面からも深くした（DSS，1996）

そうした問題がさらに一段と進むと考えられる 21世紀を目前にした

今，この国の総合的社会保障の制度や実際はどうなっているのか，また，

今後どういった方向に進んでいくのかといった問題により深く関心を持

つに至った。 

本論では，そうした視点から，特に 1990 年代に焦点をあて，英国

の総合的社会保障の制度や実際について，英国で収集した諸文献や資

料及び Edinburgh，Glasgow，Manchester，Chester，Nottingham，

Birmingham，London や Canterbury の各大学の障害児教育や医学，保

健関係の研究者との研究交流，および，知的，視覚，聴覚，運動障害など，

ほぼ 22－23ヶ所の各種の学校や福祉施設において，そうした乳幼児・

者に直接関わる教師，教育心理学士，介護士，看護士，理学，作業，言語

療法士などの専門職の方々との情報交換，加えて,　筆者自身のWest

Minster の一市民としての生活のさまざまな場（公園，デパート，レスト

ラン，パブ他）で，また，特に，同じフラット（集合住宅）で日常的に触

れ合った高齢者の方や，数多くの人々との交流を通して感得した見聞な

どをベースに，概観するものである。

これらを学び，考察することは，単に英国一国に関わることにとどまら

ず，日本の社会保障の実際や，今後のありかたについて再考することにも

直結するものであり，極めて重要である。
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